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「みどりの食料システム戦略」の策定

みどりの⾷料システム戦略（概要）
〜⾷料・農林⽔産業の⽣産⼒向上と持続性の両⽴をイノベーションで実現〜

Measures for achievement of Decarbonization and Resilience with Innovation (MeaDRI)

本文および概要は、以下のURLでご覧になれます。
URL:https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html#sakutei

写真：和束町 「茶畑」

今後、ＳＤＧｓや環境を重視する国内外の動きが加速していくと見込まれる中、我が国の食料・農林水
産業においてもこれらに的確に対応し、持続可能な食料システムを構築することが急務となっています。
このため、農林水産省では、生産者、団体、企業等幅広い関係者との意見交換及びパブリックコメント

でいただいたご意見等を踏まえ、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現
する「みどりの食料システム戦略」を策定しました。
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「未来につながる持続可能な農業推進コンクール」の実施について

持続可能な農業の確立を目指し意欲的に経営や技術の改善等に取り組んでいる
農業者等を表彰する「未来につながる持続可能な農業推進コンクール」を実施します。
自薦・他薦を問いませんので、皆様のご応募をお待ちしております。

(1) GAP部門
応募時点で第三者認証を備えたGAP（GLOBALG.A.P.、ASIAGAP、JGAP）を取得し、かつ、継続的
なGAPの取組を通じて、農業経営の改善や持続可能性の確保について顕著な成果を上げている農
業者、農業団体及び教育機関等。なお、実需者と連携した取組についても表彰の対象とします。

(2) 有機農業・環境保全型農業部門
有機農業をはじめとする環境保全型農業の取組を通じて、環境負荷低減や生物多様性など環境
の保全等に顕著な成果を上げている農業者、農業団体及び教育機関等。なお、実需者と連携した
取組についても表彰の対象とします。

令和３年６月28日（月）～令和３年９月17日（金）

◆詳細は、以下のURLでご覧になれます。
URL:https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/r3_konkuru.html

マイナンバーカードはお持ちですか？

メリット① 公的な本人確認書類（身分証明書）です！

メリット② 健康保険証として利用できるようになります！

メリット③ 近所のコンビニで住民票の写しなどが所得できます！

マイナンバーカードは顔写真入りで一番信頼のおける本⼈確認書類になります。また、無料
で作成することができ、本人確認書類として持つならマイナンバーカードがおすすめです！

マイナンバーカードがあれば、お近くのコンビニで取得することができます。また、6:30〜23:00
まで対応しており、休日でも取得が可能です。
※市区町村によってサービス内容が異なります。

マイナンバーカードは⼀部の医療機関※では健康保険証として利⽤できます（令和３年10⽉
までに本格運⽤を開始する予定です）。また、今後、運転免許証などと⼀体化することも検討

されており、カードの枚数を減らすことができます。
※利⽤可能な医療機関は以下の厚⽣労働省HPで公開しています。

URL:https://www.mhlw.go.jp/stf/index_16743.html（外部リンク）

マイナンバーカードは、公的な本人確認書類となるなど、便利な機能があり、
農林漁業者の皆様にとってもメリットがあります。
社会全体のデジタル化が進む中で、この際、取得をぜひご検討ください。

マイナンバーで不明な点がありましたら、
こちらへご連絡ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/index_16743.html
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京の伝統野菜「万願寺甘とう」は甘みと独特な風味が特徴で、大型果で果実が柔

らかくジューシーだけど辛くないと消費者からも高い人気を得ています。
京都府舞鶴市で「万願寺甘とう」を栽培する仲川輝子さんは、細田隆夫さんとと

もに、平成18年の就農と同時に栽培を始め、現在、減化学農薬栽培や先進的な技術

を導入して、作業負担の軽減と安定した農業経営の実現に向け取り組んでいます。

仲川さんは、万願寺甘とうの栽培にあたり、秀品率

を上げることに加え、病気に負けない強い株を育てる

ため有機質肥料を施用しています。また、極力化学農

薬を使わなくて済む栽培を心がけており、天敵生物（

ククメリス、カメノコS等）を用いた害虫防除を実践

しています。

天敵生物は希少資材のため価格が高いことがネック

で、生産者の間でもっと普及が進めば価格も安くなる

のではと考えておられます。

ICTを活用したスマート農業を導入
万願寺甘とうの栽培は水管理が重要です。

ビニールハウス内に自動かん水装置を導入し、収量

の向上と省力化を図っています。センサーが畝の中に

埋め込まれており、設定した土壌水分を下回ると、液

肥混合機との組み合わせにより施肥とかん水を自動で

行う仕組みとなっています。

品質と安全・安心へのこだわり

京の伝統野菜「万願寺甘とう」が栽培されている地

域は、舞鶴市及び隣接する綾部市と福知山市の一部地

域に限られ、2017年には京都府で最初のＧＩ（地理

的表示）に登録されました。

万願寺甘とうの生産者全員が共同運営する部会に加

入しており、生産者が選果したものをさらに検品場専

任のスタッフがチェックしてクリアした商品だけが市

場で流通しています。

産地から万願寺甘とうをお届けします

仲川輝子さん

自動かん水装置を設置した施設内

細田隆夫さん

万願寺甘とう

京の伝統野菜「万願寺甘とう」の味を是非味わってほしい

仲川輝子さん（舞鶴市）

地理的表示産品情報発信サイト農林水産省



新型コロナウイルス感染症対策に御協力をお願いします
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html


